
ちりつもドリル 1日1枚、ちりつも。

中3 英語 ポイント 名前

仮定法(If I were 〜・I wish 〜) 月 日

まとめ 仮定法(If I were 〜・I wish 〜) 中3 標準

今の事実とちがうことを「もし〜なら、…するのに / できるのに」と言うときは、仮定法過去〈If + 主語

+ 過去形 〜, 主語 + would / could + 動詞の原形〉を使う。「〜ならいいのに」は〈I wish + 主語 +

過去形〉で表す。

If〜were If I were  free, I would  help you. もし私がひまだったら、あなた
を手伝うのに。

If〜had If I had  wings, I could  fly. もし私につばさがあったら、飛
べるのに。

I wish〜were I wish Ken were  here. ケンがここにいたらいいのに。

I wish〜could I wish I could  swim fast. 速く泳げたらいいのに。

ポイント1 〈If + 主語 + 過去形 〜, 主語 + would / could + 動詞の原形〉で、今の事実とちがうことを

表す。形は過去形でも、意味は「今」のこと。

ポイント2 would は「〜するのに」、could は「〜できるのに」。be動詞は、主語が I・he・she でもふつう

were を使う。

ポイント3 「〜ならいいのに」は〈I wish + 主語 + were / 過去形 / could 〜〉で表す(I wish I were
〜. / I wish I had 〜. / I wish I could 〜.)。

ポイント4 現実の文と仮定法の文では、肯定と否定が逆になる(I am not rich, so I can’t 〜. → If I
were rich, I could 〜.)。

例

(1) I am not rich, so I can’t buy that
house.

→ If I were rich, I could buy that
house.

am not → were、can’t → could
現実の否定文は、not のない仮定法の文になる

(2) I don’t have a map.
→ I wish I had a map.

don’t have → I wish I had
「〜があったらいいのに」は I wish + 過去形
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